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団長要望事項

心身を鍛え、
技能を磨け

駐屯地司令
要望事項

頼もしき
自衛隊員にして、
良き市民たれ

団長統率方針

一致団結

第４陸曹教育隊長離着任式

中
部
方
面
混
成
団
第
４
陸
曹
教
育
隊
は
、
11
月

30
日
及
び
12
月
５
日
大
津
駐
屯
地
に
お
い
て
、
第

４
陸
曹
教
育
隊
隊
長
の
離
着
任
式
を
そ
れ
ぞ
れ
行

い
ま
し
た
。

新
着
任
隊
長
佐
久
間
２
佐
は
隊
長
上
番
に
あ
た

り
「
服
務
心
得
」
と
述
べ
た
上
で
、
物
事
を
行
う

際
、
何
事
に
も
意
味
が
あ
る
。
や
る
こ
と
の
意
味

を
考
え
て
実
行
し
て
も
ら
い
た
い
と
述
べ
た
。

離任隊長（左）中部方面混成団長（右）

離任隊長 木場１佐 新着任隊長 佐久間２佐

隊長 佐久間２佐 巡閲

新着任隊長 佐久間２佐 略歴

H ９． ３ 幹部候補生学校（前川原）
H ９．１０ 第２０普通科連隊（神町）
H１７． ３ 幹部候補生学校区隊長（前川原）
H１９． ３ 第３６普通科連隊第２科長（伊丹）
H１９．１０ 第３６普通科連隊第３中隊長（伊丹）
H２１． ３ 富士学校付（富士）
H２２． ３ 富士学校普通科部教育課第１戦術教官（富士）
H２４． ３ 陸上幕僚監部教育訓練部教育訓練科
H２６． ８ 第２０普通科連隊第３科（神町）

第７次南スーダン国際平和協力隊
H２８． ３ 東部方面総監部防衛部防衛課編成班長（朝霞）
H３０．１２ 第１０師団司令部第１部長（守山）
H ２． ８ 東部方面総監部人事部人事課総括班長（朝霞）
H ４． ８ 宮古警備隊副隊長兼司令職務室長（沖縄）
H ５．１２ 現 職

第２１期一般曹候補生・第２次自衛官候補生課程修了式

「
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
」

中
部
方
面
混
成
団
は
、
令
和
５
年
11
月
25
日
の
松
山

駐
屯
地
を
皮
切
り
に
、
11
月
29
日
に
大
津
駐
屯
地
に
お

い
て
、
第
21
期
一
般
曹
候
補
生
及
び
令
和
５
年
度
第
２

次
自
衛
官
候
補
生
約
76
名
に
対
す
る
修
了
式
を
隊
員
家

族
及
び
部
内
買
い
来
賓
を
迎
え
各
駐
屯
地
で
挙
行
し
ま

し
た
。

本
課
程
を
修
了
し
た
新
隊
員
た
ち
は
、
各
職
種
に
分

か
れ
そ
れ
ぞ
れ
の
駐
屯
地
で
行
わ
れ
る
新
隊
員
特
技
課

程
に
よ
り
専
門
的
な
知
識
・
技
能
を
学
び
ま
す
。

～ 訓 練 風 景 ～

大津駐屯地

大津駐屯地

松山駐屯地

松山駐屯地 大津駐屯地

第１０９教育大隊

体力検定 基本教練（練度判定） 武器訓練（練度判定） 戦闘訓練

第１１０教育大隊

格闘訓練 ガス体験 掩体構築 ２５km行軍

警備訓練に挑戦！

３１６中隊 ３１５中隊



第４9普通科連隊 第４次野営訓練

連
隊
は
令
和
５
年
８
月
６
日
か
ら
９
日
の
間
、

あ
い
ば
野
演
習
場
（
滋
賀
県
高
島
市
）
に
お
い

て
令
和
５
年
度
第
３
次
連
隊
野
営
を
実
施
し
ま

し
た
。

本
野
営
は
、
第
49
普
通
科
連
隊
を
基
幹
と
し
、

第
３
０
６
普
通
科
直
接
支
援
中
隊
の
支
援
を
受

け
て
、
人
員
約
２
５
０
名
（
即
応
予
備
自
衛
官

約
１
６
０
名
を
含
む
。
）
が
参
加
し
、
機
関
銃
、

89
式
小
銃
射
撃
、
81
㎜
迫
撃
砲
射
撃
、
１
２
０

㎜
迫
撃
砲
射
撃
等
実
施
し
て
射
撃
練
度
の
向
上

を
図
っ
た
。

第４7普通科連隊 第３次連隊野営

第
１
０
９
教
育
大
隊
及
び
第
１
１
０
教
育
大
隊
は
、
第
22
期
一
般
曹

候
補
生
及
び
令
和
５
年
度
第
３
次
自
衛
官
候
補
生
の
入
隊
式
を
そ
れ
ぞ

れ
の
駐
屯
地
で
挙
行
し
ま
し
た
。

中
部
方
面
混
成
団
長
は
、
「
心
身
を
鍛
え
、
技
能
を
磨
け
」
を
要
望

事
項
と
し
、
「
い
か
な
る
状
況
に
お
い
て
も
任
務
を
完
遂
す
る
た
め
こ

の
３
か
月
間
、
自
衛
官
と
し
て
の
基
礎
を
身
に
付
け
て
ほ
し
い
。
」
と

新
隊
員
を
激
励
し
ま
し
た
。

今
後
、
新
隊
員
た
ち
は
約
３
か
月
に
亘
り
、
自
衛
官
と
し
て
の
必
要

な
知
識
・
技
能
を
身
に
付
け
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
駐
屯
地
に
お
い
て

基
礎
的
な
教
育
訓
練
に
臨
み
ま
す
。

１２０㎜重迫撃砲射撃

（２）第５７号中部方面混成団広報紙 かけはし

申告（第１０９教育大隊）

入隊式（第１１０教育大隊）

射撃予習（狙撃）

令
和
５
年
滋
賀
県
総
合
防
災
訓
練

令
和
５
年
10
月
８
日
に
滋
賀
県
大
津
市
に
お
い
て
大
津
祭
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

大
津
祭
に
は
、
第
４
陸
曹
教
育
隊
、
第
１
０
９
教
育
大
隊
、
業
務

隊
等
の
大
津
駐
屯
地
所
在
部
隊
の
隊
員
24
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
約
４
年
ぶ
り
に
13
基
が
そ
ろ
っ
て
の
巡
行
に
な
り
、
参

加
し
た
隊
員
た
ち
は
、
曳
方
と
し
て
曳
山
を
曳
き
ま
し
た
。

湖
国
三
大
祭
の
一
つ
で
も
あ
る
滋
賀
県
大
津
市
の
伝
統
あ
る
祭
に

参
加
し
、
地
域
と
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

関係機関との現場調整

大
津
駐
屯
地
（
大
津
駐
屯
地
司
令

野
崎

英
二

１
等
陸
佐
）
は
、

10
月
15
日
、
陸
上
自
衛
隊
滋
賀
里
訓
練
場
及
び
大
津
市
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
た
「
滋
賀
県
総
合
防
災
訓
練
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
は
、
琵
琶
湖
西
岸
断
層
帯
を
震
源
と
す
る
大
規
模
地
震
が

発
生
し
、
建
物
の
倒
壊
、
火
災
の
発
生
等
、
多
数
の
死
傷
者
・
安
否
不

明
者
が
発
生
し
た
想
定
下
に
お
い
て
要
救
助
者
の
救
助
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

大
津
駐
屯
地
は
、
各
関
係
機
関
と
連
携
し
、
倒
壊
家
屋
か
ら
の
救
助

訓
練
を
実
施
す
る
と
と
も
に
炊
事
支
援
を
行
い
地
域
と
の
連
携
を
図
り

ま
し
た
。

要救助者の救出 要救助者の救助

第
22
期
一
般
曹
候
補
生

第
３
次
自
衛
官
候
補
生
課
程
入
隊
式

第
47
普
通
科
連
隊
は

10
月
上
旬
、
あ
い
ば
野

演
習
場
に
お
い
て
、
連

隊
野
営
を
実
施
し
た
。

本
野
営
は
、
約
２
５

０
名
の
隊
員
（
即
応
予

備
自
衛
官
約
１
０
０
名

を
含
む
。
）
が
参
加
し
、

小
型
指
向
性
散
弾
、
81

㎜
迫
撃
砲
射
撃
な
ど
練

成
射
撃
及
び
爆
破
訓
練

を
実
施
し
、
部
隊
の
射

撃
・
爆
破
能
力
の
向
上

を
図
り
ま
し
た
。

８１㎜迫撃砲射撃

小型指向性散弾の照準

狙 撃

関係機関への引き渡し 炊き出し支援

第７期最先任上級曹長課程

第
４
陸
曹
教
育
隊
は
、
令

和
５
年
11
月
15
日
か
ら
、
第

７
期
最
先
任
上
級
曹
長
課
程

約
20
名
に
対
し
課
程
教
育
を

実
施
中
で
す
。

最
先
任
上
級
曹
長
課
程
は

連
隊
、
大
隊
等
の
最
先
任
上

級
曹
長
と
し
て
の
職
務
遂
行

に
必
要
な
知
識
及
び
技
能
の

習
得
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。元陸上自衛隊最先任上級曹長による訓話

入隊式（第１０９教育大隊）

元陸上自衛隊
最先任上級曹長

討 議 パネルディスカッション


